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C1琶e燈 elidae の 一 新 擬 蠍 Kash 伽 acke ’乖 プ cinnamomepts
＊

　　　　　森　jll 国 　康　（愛媛大学交 理 学部生物学教室）

　　　　　　　　　（昭 和 32 年 6 月 垂  日 受領）　 　 　 　 　 　
『

昭 和 31 年 6 月 上旬 ， 京鰍 学瀬戸臨海実 験 所・内海富 土 夫博士 の 鰯 意 に よ り’ 総 由則 辺湾神島 の

動嚇 麺 す る 機会を 得 た の で あ る あ そ の 際 ク ス の 轍 下 よ e・Ch ・llfc・idae の カ ニ ム シ を 採麋 し た ・ 耀

が 印 厳 那 i の MetaerzeliY；e 。　REDIK 。 RT ・・ V
，　L938 や ア メ リカ 舎飆 申継 の 勲 甑 嫉 角

¶H °FF
・
　19・　46

な ど に 近縁 な 興嚇 る蹴 で あ る こ と7・・t・か つ た の で ， e こ に 報告す る ・ 此 の 採 集 姻 協力賊 だ い た 和歌

山県 臼高郡依奈 中学校 の 俵藤伸氏 ， 実 験 所 の 山本虎 夫 氏 な ら び に ， 此   機 会を与えて い た だ い た 内海富 士 夫

博 士 ， 田 辺 市教育委飴 刻 瞰 保護類 の ソヲ姙 規 灘 感謝 す る 次第 で あ る・　 kSf ア が カ の 」° sef
　9・

Gh 。 mb 。，lifi博± ，．C ．． Cl。y… 鯔 博 士 な ら び K 万 ン ス の M ・ x 　V ・・h ・ n 博士 臨 婦 其 他 の 御援蹴

与 つ た こ とを附記 し感謝 の 意を表す る e

Gcnu5 　Kashi ・nachelifei
”
，　gen ・nOV ・

reue、 融 部脹 さが 後縁鰍 碑 や 短 い ，一様 に 顆粒 2 ” び・醸 灘 徽 曙 溜 甲は 完全 輌 分 し ・

脚 側賭 醜 全 視 ら 纏 い ．鋏 角の 鞭毛 （fl・g ・ll・ ）は 囎 で 鋸歯な し ・ 触手 動指 嬾 毛
ST は T よ り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・p ． A ．　R 圭ght　p・d孟b・lp ・f　thc 　m
？
1・ ；　　　　Kasirb）ttu・iregtfer，　 cittnatlt 〔η♪teUS 　n ・を

「
ig・1・

　　　　B．and 　C ．　Pedal 　 tarsl　of 　the 　four霍h　 aTid 　first　legs　ohhe 　 malc ；D ，　R 至ght
　　　 。heli。。，a ・ 田 ・d ・ m ・ i・ IE ．・ nd 　F．　Set・・ 。皿 董nn ・・ and ・ utcr ・u 「fa・・．・f

　　　　th・ p ・董P ・監 f・ m ・ ・ ； G ．　Set・ ・皿 出 。　t・ゆ ・・ …H ・．C ・ x ・l　sa ・・ and 　g・ m 乞・ l

　 　 　 　 a 了ea 　 ef 　th ¢ male ．

も SB に 近 い ， 固定指の 1ST と EST は指 の ほぼ 中央 同位 に あ るが 7 前者 が 後者 よ りわ ず か 基方 に 位置 す

る ． 触手繍 と 脛節 の 内前藤 は有 劉 毛 の 生 え た 突起が 顆立 の 闘“・mUl し て い る ・ te第 4 脚 の 基節 睡 節

嚢 あ り， 鑽 距 （・… 玉 ・p ・ ・）は lt・・． 第 蝦 鰤 の 亜 綱 毛 騨 總 で ・触毛 は ない ・ 誰 の 第 聰 躑 黼

NC
。 niributi 。皿 s　fr・ m 　Bi・1・ gical　lnstitutc，　Ehime 　Univcvslty，　N ・ ・57・
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鰊な し ・ 脚ssmの 鈎爪騨 純 で あ るカ・誰 の 第 1 脚で は そ の 鈎爪 の 一
つ が 不規貝iJ・e。・＝ 叉す る。

属模式標本 ・ κ・ ・hi・・ache 〜i：f7er　・iitnai〃 … tetis 　 gen ，　 a ・ d ・p ，・ 。 。 ．

　鞭 ： 本属 は イ vv ・ ナ産の 鹸 ’・ ・h曝 唯 馳 よ く

1
似 て い るが ， t の 灘 は 腹部背板 が 完 全 K．、・．〉＄ 1．，

雄 で は背板竜骨 や 基節距 が 欠除 し て お り， 叉第 】 脚鮒節 が ほ ぼ円 筒 形で あ るな ど の 諸 形 質 を 持 つ て い て

Metachelifer 属 と区 別 され る e

κ a ・・hitnach（
｝tt．
’
fer　cinna7nopteus 　sp ．　 n 。・

・．

騰 ： 外見 α 躁 嘱 に 似 て 略 力・
・ 走脚 の 鋤 鷹 の 第 噛 の もの を の ぞ い て 論 て 鞘 で 分岐 し な

い ・雌 差 脇 見上 あ 齣 は つ 駒 し k … 囎 部 曙 通 の 伽 肋 型 で ， そ 帳 さ は 後縁嗤 大幅 抽
や や働 く湘 噸 粒 が し き つ め る ・ 頭胸 上 の 二 esreは 明 脇 働 の 脚 前方 の 溝 功 禰 胸櫞 鷹 接す

る・2 眼豹 ・ 背板は 全 部融 に 分 ・ 顆 粒状 の 表面 濯 す ・倶櫞 臆 骨 鍋 男矧旛 擬 呈 しな い請 覦 毛
←坏 規 則 な列 を な し た 全部 を含 め 調 ロ毛 式 ・ 1・−1・−1・−12−12−12 ・ 腹棚 llEは 4−．7 の 背板 で は 9．i3−13−IS
の 剛 毛 i3eemtす ・ 鋏鱇 毛 は聽 な く 3 本・謝 は 体長 よ 帳 大で ， 馳 勲 勘 れ る c 腿節 脛 節 の 内
縁 上 に 8〜6f 齣 剛 毛 を つ 畉 顕 著な突起 が な らび ・ そ の 剛毛 賄 函 （・… i… al 縦 ・・閥 献 で あ る （F・

，
．

） F）・両 触 手 指 は 嶄 と諜 置 をもち・F隅 齢 他 瞬 各節帳 勍 幅 に対づ
一
砒 は 臨 で

’
， 鶴 ♀

3・7 濫 節 で δ 職 ♀ 3・5 錬 で S・4・e・・9・3・6 で あ る ． 鰆 指 は 手 と 同 ftkv．し翻 短 い ．触 毛 IST は E8T

よ 蝿 わ ず ・・醸 端 の 方賄 るが ・ i旨・・中頬 倆 都 lf表諏 鞠 し て 耀 す る 、IT　n ・ T 、と 1，T の

齦 申央・ESB
・
EB ・1SB 及 び IB は 指喋 灘 黠 ・ST は T 」 ・） も S8 に 近 く T と B の 願 ，繝 ，

SB と B は か 舳 接近 し 縦畩 ら磁 指 の 基部近 く鵬 る ・ 両 指 の 基粉 と手 の 勳 ・附 謙 嫐 の 感 覚
点繖 在す る・走 脚蹴 の 鋤 雌 訓 腸の 頒 を の ぞ 階 単純 な鉚 鶴 つ ；． illirewad毛 鯒 を も た な 回

第 4 繝 節 の 螺 脱 騨 純 で 融 毛 を 知 て い る．勦 基 韈 劇 ・ 室 画 1＿ ）を倣 し， 基節距 肱
い

・ 生殖麗 の 回厳 攤 （・・… men 　 c・… 1… m ）既 辮 央 ・・難 あ り， そ ・ reキ チ 壇 の 構 （、、。、r）
が あ る ； 雌 の 生 殖 器 の 篩形板 （・rib ・if・ ・ m ・pl… ）は ・漣 く て 見 rc くい 。

蹴 倒 mm ）｝ 雄 ・ 髏 ・・51・豆繭 ・ 長 さ ・・86・後縁 の 幅 ・S3 ．触 手 ・ 韓 長 ・．・6， 幅 。．、， 灑 節
ft　 “・94・幅 ゜・21 ・ 脛 醸 ゜… ，幅 ・・… 手長 ・・フ・，幅 … 鋤 指it・・．・・．一 一

皓 賑 ・．・・． 頭 轅
゜・95・幅 ゜・tj9 ・触手 ・ 鰤 長 〔｝・・’・

・ 幅 … 3 腿 賑 ・… 瀬 ・．2・・ 騨 長 （｝、9…｝齲 ・．2B 、 張 。，7，，幅
0・40 ；動指長 0．7フ．

完摸 式標本 S
・ 攤 雌 聞 湾鵬 産・・9・碑 硝 ・ 曙 者 採 集漂 歟 標本 ，， 完獄 撚 胴 じ 。

優灘 賑 集 似模 sec本 1 ・ お ・ 1ノ・ 鰍 儲 と 綱 じ く後軸 氏 及曙 撫 集 論 曖 嫐 鞁 理
、学

部生物学教室 に 保存 。
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                                          Resuma
                                             '  '

           KashimacheliLf]er cinnamomescs,  a  New  Genus  apd  Species of
                                                                                                 '

     
'
 Cheliferid PseudecGrpions from  Japan

          '                                            '                        ''

                                   Kuniyasu  MoR[KAwA -
 -

                                                                            '

                       Biological his'tilute, E}}lmc University, Maasuyama

                               '                                      '              '
                                '
Genus  Kashimacheti.fer,' gei]. nuv,,  

'
 .                             '                    '

    Z]Eagnosis: Carapace  somc  .what wider  than  lvng, unilbrmly  glanular;  
both

 
transstcrse

 
l'urrows

deeplv impressed. Terg.ites divkled;  lateral. keels ef' the  mate  compictcly  absent.  Flageltar setae
 
of

cheliceva  smooth,  not  serrate,  Movable  chelal  fingcr with  ST  nearer  to SB than  to T;  fixed finger

with
 IST  and  EST  atrnost  at  ihe  same  lesrel abeut  the  midpoint  of  tlie  finger, hut t.bc former

locatcd ･a little proximal t]]an the  latter;inner surface  of  
-palpal

 fernur' and  tibia  ornamented  by con-

spicious  setiferous  tubcrcles  intcrspersed among  the  investing granules.,  Coxa  of  the {'ourth 
leg

 
of

 
the

male  with  coxai  sac  and  thc  spur  or] thc  same  caxa  is l4cking;tarsus  ui' tiie first eeg of  the  male

witl]out  terrninal  splne,  subterminal.  setac  ui' the  feurth tacrsus  sirnple  and  tactite setac
 
on

 
thc

 
same

thrsus  are  lacking; claws  ol' pedal  tarsi simplc,  but  in･the fit-st ]eg  of  the  male,  one  gS' 
t}}e

 
claws

bears an  accessory  toot.h, andi  it is iiot  strictly  bifid. . 
-

Gen,erotype (ORTHOTYPE)! KZtshittu het(fer cinnamo,neus  gen. and  
sp.

 
nov.

 .                              '

    Remat"ks: 1'his genus  has considerable  relationship  with  Metachetier REDIKoRTZEv,  l938 fTom  Inda-

Chinu,  
'1'he

 present iiew  genus  can  be ･sepcrateg from it by the  cotnpletc  division o{  thc  sei'gites, 
thc

abse"cc  {jE' tergal  kecls and  cexal  spur  et' the  inale,  ai!d  the  shapc  uf  the  
fh'st

 pedal tnv'su$.

KttshiinacheiijZir cinnametneus  sp,  uev･  
-

    DEag?tasis: Botl} scxes  ;u'I;ehEyai Iti)bca{'i'irce' x,6rY-sipii},ar,  CaTapnce  ut' usual  sha.p ¢ , soinesvhat

 sl)orter  tl]u" pentevior biettdth, uoaysclY  granulutcd, bvth tfatisversc  tun'ows  distiii{", 
thc

 postetioi ones

 abellt  one-half  a3  {'ar i'roiri the  posLerior carJapacal  maigin  as  l'rm!i tlie n]cdiavi  l'urrow; latct'at crest  eS'

 the  male  i]ot  presei}t. E),es present. [['ergite cumpletel>t  cllvided  aT]cl  granulated,  rvithout  
lateral

 
keels,

 Tergal chaetotaxy:  10--10-10-12-I2-12  inclycling all  setae  of  irregulat' lows, sternites  wit}i  9-l3-13TS3

 setae  Csegments 4-7), Flagellum  with  3 setac. Palp$ n}oderate]y  robust,  longer than
 
tl]e

 
budy

 
length,

 ]]eavy granutatcd, os]  thc innermargins  of  the  Icmur' nnd  tibla  wlth  canspicuous  setifet'eus  
tuber £ les;

 
vesti-

 tural  setac  thickened  to dcnticuloclavate ; both  palpal fitigers wlth  venedentls  ai]d  venomapparatus,  
with-

                    I･'einur 4.4 (in male)  and  Z.7 (in t'cmale) tiines', tibia 3.9 (ln tnate)  nTKI  3.5 (in fema!c)

 illi/iiLasC,CecSiS)il;aYt 
.eut}]cln

 
niafe)

 and'  3.6' cirt femn]) limcs as  ]eng as  bread;  finger as  long as  or  someLvhaL

 shurter
 tl]an the  hnvcl. The  taetl]e halr 

'IS'r
 locatecl # ]ittic prexirnal from  EST,  but  nearly  the  rni(S-

 polnt of  tl]e fiiiger and  appreximately  opposite;  ESB,  EB,  IS8  aTid  IB basally clustercd  
on

 
the

 
finger:

 ST  
se!newhat

 ncater  t6 SB  than  Io T,  and  submedian  between  T  and  B;  SB  and  B are  rather  closely,

 longitudinally paired and  nearly  basal hi position, Sensc spets  ai,e scattered  [?h  the  basal l}al{' 
'ef'

 the

 fing'er and  along  the  axial  llne of  thc  ventraL  siile of' the  hantl. Clan's of' the  :egs and  subtcrnihial

 setae  on  ta]'si are  si]npte,  but in the  lirst leg ot' ttie male,  opc  of  thc clas･vs  bears  afi  accessory  
toeth

 CFig. IC); fourth tarsus  without  t-c/tile  se{ae.  Coxal  sac  of  the  malc  composcd  atri"m,  
cexal

 
spur

                                                '

           
･
 

'
 

-
 <L)5)                '                                   '
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abse ” t； st・ ‘ullle ・ c・ llv ・1… m 。f　g ・ ・li ・・ 1 ・pP ・・・… d・噛 h・li・ wcd 韻 。 ， mi11 。 1 。。 岫 、hd 曲 w
　i。

『
se ’tcd 　 a　chlthLi ・ed ・正・ 日・ （：1

’ibT−iゼ・・m 　pi・・… f 出 e　f・ m ・1・ g ・・i・・ li・ ・mall ．　 C ・】… P ・ lps，　ca ，ap 。 c＿ d
te「91tes 「eddisli 　 dark −b − ・ ；1・ST− d　d ・e［1・ e ・a … ddl軸 ・・ … ；・hc 三… 面 d ・ I　P ・… 。f ・e ・g 三・。，　y，IS。 w ．
三sh

》 and 　ventral 　s …de　of 　abdomc 耻 　ye璽｝ow …sh 　wh 重tc．

　　撫 一 翩 ・・ 〔一 ）− M ・1・・ T ・・副 e ・9・h2 ・51・ C ・ ・ap ・c ・ ・．86 三・・ g，・．93　b・。 。d，　 P。 IP，、 t，。
−

chante 「 °・46x °・29 ・f・m ・・ °・鱗 ・ °・21 ・ ・ib｛… 94 ・ ・・… h・・ d ・・79 ・ ・．35 ・ m ・ vabl ・ 罰・ g… ．72 旦。 。 g，
冖Fem ・le・T 。t・I

　
I・ ・ 9 ・h　2・82・C … p・・ 。・9・31 ・ n9 、0・99　b ・… LP ・IP・ ・t… hant・・ 0．51　xO33 ；f。 m 。 ， 0，99

× 0・27 ；tibl ・ °・99 × 0・28 ； h ・ ・ d　O・刀 × O・40 ；・n ・・ab1 ・ fi・g ・・ 0．フア 】・ n9 ．

　　
’1・1・type 　6・K ・・him ・ 1・1… th ・ B ・y ・f　T ・ mb ・．　W ・k・ y・ m ・ P ・・ い ｛。。 ，h自， 。。】1。α 。d 。 。d 。。 、h。

…）a 「kof
　Cinnammnutit ぐ‘nnpfiora

，　J，1・エe　3， 1956，　by 山 e　author ．　Allotype　♀，　出 e　same 　da 重a　and 　co レ

1・d ・dby
　
Sl1三・ G ° T ・ ・7 僻 卿 ・− aS・ nd 　6　9，・｝1… m ・ d・ t・ ・。ll・… 曲 y　S．　G 。 T 。 。。 dth 。 。 。 出   ，，

前 報 誤 植 訂 正

　　62 巻 9 号 1日本未記録 Oipiidae に 属す る一
新擬蠍 に つ い て j

　 　 　 P ．32ア

1｝．328

本 文 　 1 行

　　　 7 行

　 　 24 行

本文 12 行

ウ バ ノ ガ シ → ウバ メ ガ シ

節 よ りな る
一
→ 2 節 よ りな る

中央 や → 中央 や L

中央 や ，　 → 中央 や s

M 巻 7 号 「日本 産 磯擬蠍類 （G ・ ・ypidae）の M 属種 」

　　P ・225 表題 　 　 as躑th類 の （G ・ rypid ・・）− ma擬蠍 （G ・・ypid・。）の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s

　　P．22ア　本交　6 行　　midd 匠e　finger → mlddle 　 of 　finger

　　図の 符 号 説明　　　　 左 よ り B
，
A

，
　G

，
　D （上），

　E （下〉

会 記 　1

　

昇

淳

人

弥

行

樹

変　

勺

弘

正

博

正

所

肉

原

橋

橋

　

小

原

杉

森

高

高

住

退 会

更

板橋区蓮根 2 の 8 公団住宅 1433
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メく阪府吹 F日市
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「
』
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